
ようこそ、シモキタ園藝部へ！



シモキタ園藝部に入部していただき 
ありがとうございます。



シモキタ園藝部って 
どんな活動をしているのか？ 

どうやってその活動に参加できるのか？ 

新入部員の皆さんは不安なことばかり 
だと思います。



このスライドでは、 
そんな皆さんの不安を少しでも解消し、 
シモキタの街や緑が好きで入部してくれた 
皆さんに、まちの緑をもっともっと 

楽しんでいただくため、 
園藝部の考え方や活動内容について、 

少し詳しく紹介します。



シモキタ園藝部が目指すこと1.

園藝部の活動への参加方法

3. シモキタ園藝部の活動内容

2.

シモキタ園藝部の組織運営5.
4.

シモキタ園藝部の活動拠点



シモキタ園藝部が目指すこと1.



私たちが目指すこと

緑と人が関わり合う 
街の新しい園藝文化をつくる



緑に触れ、緑を介して、人と関わること。 
そんなことが当たり前に行われるような街を 

育てていきたい



「まちの緑を、自分たちの手で」
誰もが緑に触れ、緑を育てる地域社会を目指して



藝の字に込めた思い



私たちが大切にしていること



私たちが大切にしていること

緑の循環に寄り添い、 
植物がもたらす恵みを 

捨てることなく活かしきること



シモキタ園藝部の活動拠点2.



シモキタ園藝部 こや





みんなで少しずつ整備してきました



イベントやワークショップを開催したり 
部員が気ままに集まる交流拠点です。

日中は基本的に誰かがいて、作業したり 
おしゃべりしたりしています。



シモキタ園藝部の活動内容3.



園藝部の活動内容
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園藝部の活動内容
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緑のお手入れ



東北沢～世田谷代田間 
下北線路街に植えられた緑

シモキタ園藝部の緑のお手入れの範囲



順応型

循環

話し合い

日々の観察を通して、植物も 
人も生き生きする場をつくる

シモキタ園藝部の緑の手入れの基本的な考え方

植物をゴミにせず、最後まで 
生かしきる

メンバーどうしで話し合い、 
方針を決めていく



園藝部がお手入れするエリアの紹介



東北沢駅周辺エリア



東北沢駅周辺植栽のテーマ

既存の環境を活かして 
多様な緑をつくり、育てる。



東北沢設備棟前三角広場



雑草のチガヤを刈り、茅の輪をつくる



雑草のチガヤを刈り、茅の輪をつくる



下北線路街空き地エリア



人も緑ものびのびと。 
遊び心いっぱいの空間を緑でも。

下北線路街空き地植栽のテーマ



路地裏のような植木鉢のある風景



Reload前の植栽帯



NANSEI PLUS



NANSEI PLUS植栽のテーマ

個性豊かな緑と細やかなお手入れで、 
下北沢の新しい玄関口をもっと心地よく



南西口広場の植栽への水やり（週１～）



木々の剪定



シモキタのはら広場



のはら広場の植栽のテーマ

多様な植物に溢れる静かなのはら 
緑を活かし、土に還す循環の拠点



夏ののはらの風景



秋ののはらと保幼園の子供たち



草刈り



水やり



植生の調査



刈り取った草花でブーケをつくる



ボーナストラック



ボーナストラックの植栽のテーマ

四季を味わう、自然な雰囲気の緑を目指して



ボーナストラック（2020年5月頃）



低木の剪定



カントリーヘッジの造作



樹勢回復



世田谷代田駅周辺～さくら広場

由縁別邸 
（温泉旅館）

世田谷代田駅
さくら広場



世田谷代田駅周辺の植栽のテーマ

日常と非日常が共存する場所で、 
緑にもメリハリを



さくら広場



地被植物の手入れ



落ち葉掃き



緑のお手入れの頻度

東北沢

空き地

ボーナス 
トラック

世田谷代田

・基本、月に１回 
＊夏期は暑さにより 
　数回に分けて実施 
・適宜水やり（夏期）



緑のお手入れの頻度

NANSEI 
PLUS

手入れ：月に１回 
水やり：週１回

のはら広場
手入れ：毎週火・水 
夏期は、適宜水やり



緑のお手入れの頻度

詳細な日程はカレンダーをチェック！



緑のお手入れへの参加方法

お手入れの日程は、 
各エリアリーダーから 
LINE・Slackにて案内 
されます。 
参加を希望する場合は 
投稿に返信する形で意 
思表明をして下さい！



緑のお手入れは、園藝部にとって 
基盤となる重要な活動です。 
緑に関する知識も増えるし、 

園藝部の仲間たちにも出会えます。 
ぜひ気軽に参加してみてください！



園藝部の活動内容
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コンポスト



園藝部のコンポスト

お手入れで発生するたくさんの枝葉や 
雑草ゴミ。これらを捨てることなく、 
資源としてまちの緑に還元していくため 

「コンポスト＝堆肥づくり」 
に取り組んでいます。



園藝部のコンポストがある場所



生ゴミミミズコンポスト＠空き地

小倉ヒラクさん直伝



生ゴミミミズコンポスト

・園藝部員、近隣の飲食店が日
替わりで生ゴミを投入 
・上層でミミズが生ゴミを分解 
・下層で微生物がさらに分解 
→堆肥化 
・協力店舗 



落ち葉枯れ草コンポスト＠のはら



コンポスト小屋の制作



切り返しの様子



落ち葉枯れ草コンポスト

・植栽管理で発生する枝葉や枯れ
草、雑草を堆肥化する 
・乾燥と発酵ができるコンポスト 
・できた堆肥は土壌改良材として 
活用

協力店舗（コーヒーかす）



コンポスト活動への参加方法

まずは、切り返しやコンポストの 
メンテナンス活動に参加してみましょう！ 

活動頻度：２週間に１回程度（土曜が多い） 
主な活動：コンポストの切り返し 
　　　　　コンポストのメンテナンス 
場所：のはら広場内圃場

リーダー：よしじさん



園藝部の活動内容
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拠点整備

「自分たちの環境は自分たちでつくる」を 
テーマに、部員の知恵と力を合わせながら、 
セルフビルドで拠点の環境を整備しています。



植栽のための土壌を耕す



棚の制作



ウッドデッキの制作



拠点整備への参加方法

時たま行われる 
DIY DAYに 
参加してみよう！

活動頻度：随時（土日が多い） 
今後の活動予定：舗装やデッキ、屋上緑化のDIY 
場所：こや 
リーダー：前田、川崎



園藝部の活動内容
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ちゃや



人々とまちの緑をつなぐ 
ワイルドティーと天然蜂蜜のお店



季節の植物を使った 
多彩なメニュー



お手入れで採れる季節の植物を生かした 
手仕事のワークショップも開催しています





詳しいメニューやイベント情報は、 
シモキタ園藝部 ちゃやのinstagramをチェック！ 
@wildteastation_shimokita



園藝部の活動内容
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養蜂（シモキタハニー）





シモキタハニーは、シモキタ園藝部とハニージ
ェイプロジェクトが共同でつくる、シモキタ産
の天然非加熱の蜂蜜です。



まちの植物の開花に合わせて、 
味も香りも変化していきます。



ミツバチは巣箱から半径約２km以内で活動します。 
下北沢周辺でハチさんを見かけたらシモキタハニーかも。



杉山直子さん率いる養蜂チームが 
日々巣箱を管理しています。



ちゃやで購入できます！



園藝部の活動内容
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古樹屋（ふるぎや）



古樹屋（ふるぎや）

育てきれなくなった植物を引き取り 
新たな持ち主へと繋いでいく 
循環型の街の園藝店です。



古樹のレスキュー



古樹を仕立てる



こや前での開催



ボーナストラックでの出店



古樹屋（ふるぎや）への参加方法

開催頻度：２週間に１回程度（土日どちらか） 
主な活動：古樹の回収、販売 
　　　　　古樹の植え替え・メンテナンス 
場所：シモキタ園藝部こや前 
＊ボーナストラック等へのポップアップ出店もあり 
リーダー：川崎光克（みっちー）

古樹屋の活動に興味がある方は、 
ぜひ出店やレスキューに参加してみてください！



園藝部の活動内容
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シモキタ園藝學校



シモキタ園藝學校って？

シモキタ園藝部が主催する、 
まちの緑の担い手を育てる 
ための実践型の連続講座



「エコガーデナー養成講座」 

実際に線路街の植物とふれあいながら、 
まちのみどりと暮らしを循環させていく術を 

学びます

シモキタ園藝學校って？



剪定の基礎を学ぶ



剪定を実践する



植え替えの方法を学ぶ



シモキタ園藝學校の年間カレンダー

4月　「線路街の地層と時層」　 
5月　「根と土の深いはなし」 
6月　「やさしい剪定のはなし」 
7月　「草取りで学ぶ植栽管理のトンマナ」 
8月　「課外授業：植物多様性センター訪問」 
9月　「植物の健康と病気のはなし」 
10月 「植物の選び方・育て方・増やし方」 
11月 「庭の冬支度」 
12月 「落葉樹の剪定と総まとめ」



来期も4月から開催予定！ 
緑について、実際に手を動かしながら 
学びたい方、ぜひご参加ください。 

＊詳細は追って連絡します
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園藝部のワークショップ



園藝部のワークショップ



まちの植物でクリスマスリースをつくる



みち草の種どろぼう



雑草押し花を作ろう！



園藝部のイベントへの参加方法

イベント申込フォームや 
LINE等で申込できます。



園藝部のイベントへの参加方法

イベント申込フォームはインスタの 
プロフィールもしくはこちらのQR 
コードからアクセスできます！



園藝部の活動内容
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園藝部の図書室（ライブラリー）



図書委員の活動

毎週水曜まったりミーティング 
毎月１回、読書ナイト



園藝部の図書委員



園藝部の活動内容
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シモキタ園藝部 ちゃや 古樹屋

インスタグラムでの発信



noteでのイベントレポートの発信



園藝部の活動への参加方法4.



入部フォームを記入し、部費を支払い、 
いざ、シモキタ園藝部入部！



●LINE：部員の皆さん全員への情報共有 
【連絡用】：皆に知らせたい重要事項 
【おしゃべり用】：日々のつぶやきや外部のイベントのお知らせなど 
●SLACK（スラック）：まずは全体連絡のみに加入。知りたいこと、
関わってみたい事業があれば、その事業のチャンネルに加入する

①情報共有SNSへの登録



②まずは活動に参加してみよう

毎月最終土曜日に 
開催される園藝部DAYや



②まずは活動に参加してみよう

毎週線路街のどこかで行われる緑のお手入れに参加したり



②まずは活動に参加してみよう

部員が企画する 
ワークショップや 
イベントに参加して



②まずは活動に参加してみよう

緑や土や下北沢が大好きな仲間たちと出会おう



園藝部にもっと主体的に関わりたい！ 
と思ったら…



③興味のある事業や活動を探してみよう
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養蜂 ちゃや
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園藝部が行っている事業や活動で、 
興味のあることややってみたいことがある方は、 

お近くの園藝部員に教えてください。

③興味のある事業や活動を探してみよう



④チームに加わる・イベントを企画する

チームごとのミーティングなどに参加し、活動内容を決めたり、
イベントを企画していきます。

チーム毎に連絡方法が 
それぞれなので、 
興味がある活動を 
見つけたらリーダーに 
聞いてみましょう！ 



④チームに加わる・イベントを企画する

各事業のチームリーダー

緑の手入れ

コンポスト

拠点整備

前田道雄（みちお）

斉藤吉司（よしじー）

関橋知己（ともみ）



④チームに加わる・イベントを企画する

養蜂

ちゃや

古樹屋

内藤結花（ゆかぼー）

川崎光克（みっちー）

杉山直子（なおこ）

各事業のチームリーダー



④チームに加わる・イベントを企画する

園藝學校ワーク 
ショップ

図書室広報

マメシバ

佐伯瑠那（るな）大沢かずみ

佐藤久子（ひさこ）

各事業のチームリーダー



⑤事業に参画する

園藝部の経営や事業の方向性に関する月１回のミーティングに
参加し、園藝部の活動や事業を推進していく（入部後1年以降）



シモキタ園藝部の組織運営5.



シモキタ園藝部の事業連関

養蜂
古樹屋

ちゃや

コンポスト

図書室

ワーク
ショップ

堆肥化堆肥化

堆肥化堆肥化

下北線路街の
植栽管理委託費

拠点の家賃
広場の
管理委託

まちの植物の活用まちの植物の活用

古樹の活用古樹の活用

緑の景観の質の向上

園藝部を通して
街の緑に関わる

植栽管理
事業

園藝學校

地域

小田急電鉄
株式会社

世田谷区

広報

堆肥活用堆肥活用

緑の知恵の共有緑の知恵の共有

緑の担い手育成緑の担い手育成

拠点整備



シモキタ園藝部は、 
2020年3月に任意団体「下北線路街園藝部」 

として発足し、その翌年 
2021年8月に「一般社団法人シモキタ園藝部」 

として法人化しました。



当時、法人の発足メンバーとして手を挙げた 
部員同士（現在の理事社員）で話し合い、 
園藝部が大切にしたい組織運営における考えを 

まとめました

シモキタ園藝部組織運営の基本方針



①フラットでオープンな組織であること 

②誰もが自分ごととして関われる組織であること

シモキタ園藝部組織運営の基本方針



この基本方針の背景には 
少数の意思ではなく、より多くの部員が 

自分自身の意思を持って成り立つ組織をつくるため 
ワーカーズコープ（労働者協同組合）の考え方を 

参照しています。



出典：日本労働者協同組合連合会公式HP



出典：日本労働者協同組合連合会公式HP

みんなで出資し、みんなで経営し、 
事業もみんなで話し合って決める。 

立場に関係なく、必要な仕事はみんなで担っていく。 

簡単なことではありませんが、 
この考え方をベースに、シモキタ園藝部という 

組織は運営されています。



とは言っても様々な人々が集まるシモキタ園藝部。 
「みんな」にもグラデーションがあります。
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部員：園藝部の理念に賛同し、活動に関わる
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・基金の出資（理事：5万円～、社員：1万円～） 
・月に一度の理事社員会への出席
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コアメンバー



・会費の納入 
・各種活動に参加し、まちを盛り上げる！
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それぞれが、自分たちのペースで活動し、 
組織運営に貢献しています。



理事・社員メンバー

代表理事（3名）

三島由樹 
（全体統括）

柏雅弘 
（経理）

関橋知己 
（植栽管理）



理事・社員メンバー

山本裕（監査） 内藤結花（ちゃや） マメシバ（園藝學校）

川崎光克（古樹屋） 前田道雄（拠点整備） 斉藤吉司（コンポスト）



理事・社員メンバー

杉山直子（養蜂） 佐伯瑠那（図書室） 金子賢三（拠点整備）

石田紀佳（ちゃや） 村越文（コンポスト）宮下洋志（古樹屋） 本間順子（広報）



理事・社員メンバー

佐藤久子（WS） 阿部航太（デザイン） 大沢かずみ（WS）

須藤裕美子（広報） 大網静加（経理） 高島菜穂（植栽管理）



最後に



ご覧いただいた通り 
シモキタ園藝部では、部員の皆さんにより 

日々様々な活動が行われており、 
組織も複雑になりつつあります。



そのため、園藝部に入部したばかりの 
皆さんにとっては、その情報量の多さや 

組織の複雑な動きに 
「ついていけるかな？」 

と、不安になるかと思います。



そんな方は、ぜひ一度 
活動に参加してみてください。 
イベントの日じゃなくても、 

ちゃやにハーブティを飲みにくるだけでも 
こやを覗きにくるだけでもOKです。



そこでは、園藝部の仲間たちによって、 
「緑」にまつわる何らかの活動が 

行われています。



仲間とともに緑と土に触れ合う歓びを 
まずは全身で感じてみてください



最後まで見てくださりありがとうございました！ 
これからどうぞよろしくお願いします！


